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は Sawada (1995) のものを使用し (脚注 1 参照)、出典にかかわらず表記を統一する。 
 
1. 先行研究 





                                                        
1
 ビルマ語は、シナ・チベット語族のチベット･ビルマ語派ロロ・ビルマ語群に属する、ミャンマー連邦
の公用語である。ミャンマー連邦の総人口約 5000 万人の約 70％を占めるビルマ族が母語とし、その他の
尐数民族も第二言語としてビルマ語を話す。語順は SOV。文は動詞文と名詞文に分かれ、述語句が文末
にくる。動詞文は動詞文標識 (Verb Sentence Marker=VSM) を伴う。口語と文語が存在し、文体によって
区別される。本稿で扱うのは口語ビルマ語である。本稿では以下の表記を用いる。[ ] 内は IPA による。
子音は全部で 33 個ある。/ p, t, s, c[], k, tx[], ph[], th[], sh[], ch[], kh[], b, d, z, j[], g, dx[], m, n, 
ny[], ng[], hm[], hn[], hny[], hng[], h, l, hl[], w, hw[], y[], hy[], -'[] /である。子音と母音の
間に入る介子音には/ -y-[--] / / -w- /を挿入する。後続の音に同化する鼻音/  /はすべて/ n /で表記する。母
音には/ a, ei[], i, ou[], u, e[], o[] /の 7 種類がある。また、母音が軽声化することがあり、この場合の母
音は後ろに声調記号を伴わないことで表す (例：be_^txu_ > ba^txu_「誰」)。この軽声化母音には声調・母
音の対立が無い。声調は、下降調/ -.[] /、低平調/ -_[] /、高平調/ -:[]～[
 
] /の 3 つがある (高平調は、「高
く平らで長く、末尾で下降する。ただし、音節連続の先行音節と文中の音節においては、下降しない」(藪
1992: 568) ため、2 種類表記した)。これに声門閉鎖音節を加えて四声調とする見方もある。声調の呼称は
加藤 (2001) による。形態素境界は/ - /で表すが、後続音が有声化する場合は/ ^ /で表す。 
2
 Sawada (1995) は正確には「-kou_の表す意味機能」ではなく「-kou_のマークする名詞句の種類」である
が、ここでは便宜上意味機能としてまとめる。 
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表 1：-kou_の機能・まとめ 
 Okell (1969)  藪 (1992)  Sawada (1995)  
A 着点 向格 (空間的着点)  着点句 
A'  (強調) 3 ？4 (時間的未来)  - 
B 直接目的語 対格 非为語の为題 
C 間接目的語 与格 受領者 




いう Okell (1969) や Sawada (1995) の記述を鑑み、本稿の対象から除外する。Okell (1969) 
の「配分的意味」についても、Sawada (1995) で「数量詞句内の構成素としての使用であ
る」(Sawada 1995: 156) として扱っていないのにならい、本稿では対象外とする。したが



















                                                        
3
 Okell (1969) では、subordinate marker の-kou_ではなく、sentence-medial postposition の-kou_の強調の機能
のところで"especially with expressions of time" (Okell 1969: 326) と述べており、藪 (1992) の言う「時間的
未来」と同じものについての記述と考えられるため、表に載せた。 
4




 Sawada (1995) はビルマ語に「目的語」(object) を認めず、それに当たるものを「非为語の为題」 
(non-Subject theme) と表現している。 
現代口語ビルマ語の助詞-kou_とゼロ助詞-φについて―人物目的語の-φ標示を中心に― 
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いることになる」(藪 1992: 588) という部分である。しかし、以下のような例が存在するこ
とから、この記述は完全に正しいとは言いがたい。 
(1) maun_maun_ man:dalei:^kou_ maun_ba.^kou_/*-φ hlu'-te_ (Sawada 1995: 179)  




ビルマ語における下降調化現象は、Allott (1967) や Okell (1969) などでさまざまな機能
を持つことが指摘されている。その中でも代表的なものとして、下降調化による「所有の



















高平調を 2、下降調を 3、声門閉鎖音節を 4 として、それぞれの記述をまとめると、以下の
ようになる。 
                                                        
6
 Okell (1969) の言う、creaky tone, heavy tone, level tone を、それぞれ加藤 (2001) にならい、下降調、高
平調、低平調と訳すことにする。 
7
 藪 (1992) での声調の呼称と本稿での呼称の対応を以下に示す。左が藪 (1992)、右が本稿である。【平
声：低平調、上声：高平調、去声：下降調、入声：声門閉鎖】 
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表 3：各記述の下降調化の条件 
Okell (1969)  藪 (1992)  Sawada (1995)  
1 3 1 3 1 3 
2 2 2 2   
  3    
  4 4   
      
 















(2) txu.-mein:ma. kho_ ma-la_^phu:-la:                        (Okell 1969: 329)  
 彼〔下〕9-妻 呼ぶ [否定]-来る-VSM-[疑問] 
 「彼の妻 ( ) 呼んでこなかったのか」 
 
例文 (2) は、これ単独では「彼の妻が (誰かを) 呼んでこなかった」のか、「彼の妻を (誰
かが) 呼んでこなかった」のかが判断できない (これは Soe (1999: 104) の例文であるが、


















(3) di_-mane' aphei_ cama. yai'-te_                (コンサルタントによる作例)  
 この-朝 父親 私 (女)  殴る-VSM 
 「今朝、父親が私を殴った」 
 


















標示されている点で異なる。また、A.と B.は SOV 語順、C.と D.は OSV 語順である。 
A. cano_ nyi_nyi.^kou_ yai'-te_  ( ○ )  
 僕 (人名) 〔下〕-KOU 殴る-VSM 
B. cano_ nyi_nyi.-φ yai'-te_  ( △ )  
 「僕はニー・ニーを殴った」 
C. nyi_nyi.^kou_ cano_ yai'-te_  ( ○ )  
D. nyi_nyi.-φ cano_ yai'-te_  ( △ )  
 「ニー・ニーを僕は殴った」 
 
結果は、-kou_標示されている A.と C.の許容度が高かった。 
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4.2. 文脈によって判断可能と思われる文 
【状況 (文脈) 】  (ma.su.^ka. ngou_-nei_^te_ kou_sou:^ka.^to. sei'-shou:-nei^te_)  
   (人名) -が 泣く-いる-VSM (人名) -が-[対比] 心-悪い-いる-VSM 
 「マ・スーが泣いている。コー・ソーは怒っている」 
E. kou_sou: ma.su. yai'-txa-la:  ( ○ )  
 (人名)  (人名)  殴る-VSM-[疑問] 
 「コー・ソー ( ) マ・スー ( ) 殴ったのか」 
F. ma.su. kou_sou: yai'-txa-la:  ( × )  
 「マ・スー ( ) コー・ソー ( ) 殴ったのか」 
 
E.と F.は、まずある状況 (文脈) があり、それに続くものとして人物の目的語が-φ標示で





G. di_-mane' aphei_ cama.  yai'-te_  ( ○ )  
 この-朝 父 私 殴る-VSM 
 「今朝、父 ( ) 私 ( ) 殴った」 
H. di_-mane' cama. aphei_ yai'-te_  ( △ )  


























なくても聞き手が判断可能なものであり、以下の 2 つに分けられる。すなわち 
1. 文脈から判断できるもの 
2. 常識から判断できるもの 
の 2 つである。 
ただし、文脈から判断できるものと常識から判断できるもののいずれも、語順による制





















し、類型論的に verb-final な言語のほとんどは SOV 語順であり、Sawada (1995: 178) や
Wheatley (1990: 124) などいくつかの記述で指摘されているように、SOV の並びが OSV の
並びより標準的と受け取られるのは確かなようである。よって、本稿ではビルマ語の基本
語順は SOV であるとみなす。 
4.2.および 4.3.で OSV 語順の文が SOV 語順よりも低い許容度を示していたことから考え
て、語順による制約は文脈や常識よりも文意決定に強い力を持っていると言える。 
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 -kou_標示 -φ標示 
 
-kou_標示  ＞  -φ標示 (＋下降調化) ＞ 語順 ＞ 文脈 ＞ 常識 
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